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内科領域感染症 におけ るCefepimeの 臨床 的検討

小花 光夫 ・松岡 康夫 ・入交昭一郎

川崎市立川崎病院内科*

新 しく開発 されたセファロスポ リン系抗生剤 であるcefepime(CFPM)を 各 種内科領域感染

症に使用 した。対象は11例 で,そ の内訳は敗血症,扁 桃炎,マ イコプラズマ肺炎,肺 化膿症,

肺 気腫+感 染,気 管支拡張症+感 染,慢 性気管支炎の急性増悪各1例,肺 炎,急 性腎孟 腎炎各

2例 であった。臨床効果の判定可能であった10例 において有効6例,や や有効1例,無 効3例

であ り計10例 中6例 が有効以上で有効率は60.0%で あ った。
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Cefepime(CFPM)は 近 年,ブ リス トル.マ イヤー

ズ研究所株式会社東京研究所において新 しく開発され

たセファロスポリン系抗生剤である。

CFPMのinvitroに おけ る抗菌スペ ク トラム をみ

ると,グ ラム陽性球菌,Pm40monasaeruginosα を含

む各種グラム陰性桿菌 など広範囲の菌種に有効で,特

にEnterobacter cloacaeに 対 しては優れた抗菌力を有

している。

我々はこのような基礎的評価 をふ まえ,内 科領域の

各種感染症においてCFPMの 臨床的検討 を行 ったの

で,そ の成績 を報告す る。

投与対象は昭和63年9月 か ら平成元年8月 までの

間に,川 崎市立川崎病院内科に入院中または新たに入

院した患者で,男 性5例,女 性6例 の計11例,年 齢は

27歳 か ら81歳 に わたり,平 均56 .8歳 で あった。

感染症の内訳は敗血症1例,扁 桃炎1例,肺 炎2例,

マイコプラズマ肺炎1例 ,肺 化膿症1例,肺 気腫+感

染1例,気 管支拡張症+感 染1例,慢 性気管支炎の急

性増悪1例,急 性腎孟腎炎2例 であった。

薬剤投与方法 としてはCFPM1回1.09を 生 食,糖

液または電解質液100～250mlに 溶解 して1日2回,

30～60分 間 かけて点滴静注した。投与 日数は3～25日

間,平 均9.1日 間 で投与総 量は69か ら509で あ っ

た。

効果判定は細菌学的には菌の消失 をもって有効 とし,

臨床的には呼吸器感染症の場合には発熱,喀 疾性状,

喀疾量などの臨床症状および胸部レン トゲン所見 血

沈,CRP,白 血球数などの検査所見の改善か ら,ま た

尿路感染症の場合には尿沈渣所見,血 沈,CRP,白 血

球数などの改善か ら著効,有 効,や や有効,無 効の4段

階に判定 した。

また,本 剤投与前後において可能な限 り末梢血,肝

機能,腎 機能などの臨床検査 を施行 した。

症例の一覧表をTable1に 示 した。

症例1は 脳血栓後遺症 に基づ く昏睡状態が継続 して

いる患者にお こった敗血症で貧血 と褥瘡 を有 していた。

静脈 血培養 にお いてStapkylococcus haemoluticusが

検 出されたが,本 剤投与終了後の血液培養 では菌は消

失 し,臨 床的に も有効であった。症例2は 扁桃炎症例

で扁桃膿培養においてStreptococcus pyogeneSが 検 出

されたが,本 剤投与に より除菌 され,臨 床的に も有効

であった。症例3お よび4は 気管支肺炎例で喀疾培養

では常在菌のみ検出され,起 炎菌 を明 らかにすること

はで きなか った。症例3は 胸部 レ線所見はやや改善 し

たものの,解 熱せず,咳 漱および膿性疾 もやや改善 し

たのみであったため,や や有効 と判定された。症例4は

臨床症状 に改善がみられず,胸 部 レ線上の浸潤影が悪

化 したため,無 効 と判定 された。症例5は 気管支肺炎

例で喀疲培養では常在菌のみが検 出されたが,本 剤投

与前後のpair血 清 においてマ イコプ ラズマPA抗 体

価が有意の増加(<40× →160×)を 示 し,マ イコプラ

ズマ肺炎であったことが判明 した。 そのため,効 果判

定か らは除外 した。症例6は 基礎疾患 として貧血 を有

した肺 化 膿 症 の 症例 で,喀 疾 培 養 に てKlebsiella

pneumoniaeが 検 出されたが,本 剤投与にて除菌 され,

臨 床的に も有効 であった。症例7は 肺気腫に伴 った感

染例 で,本 剤投与前の喀疾培養では常在菌のみが検出

され,起 炎菌は明 らかではなか ったが,臨 床的には有

効であった。症例8は 気管支拡張症に伴 った感染例 で,

本 剤投与前の喀疾培養 ではP.aeruginosaが 検 出され

たが,本 剤投与にて除菌 され,臨 床的にも有効であっ

た。症例9は 慢性気管支炎の急 性増悪例で基礎疾患 と
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Table 1. Summary of cases treated with cefepime

*Inoculum size: 106 CFU/ml
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Table 2. Laboratory findings

-: abnormal value

しては陳旧性肺結核 を有 していた。喀痰培養では常在

菌のみが検出され,起 炎菌は明らかにできなかった。

本剤11日 間投与にて解熱はみた ものの,咳 漱お よび喀

痰性状,喀 痰量には改善がみ られず,無 効 と判定され

た。11日 後の喀痰培養 ではStaphylococcus aureusが

検出された。症例10お よび11は 急性腎孟腎炎症例で

あり,症 例10は 高血圧を,症 例11は 脳血栓後遺症 と

慢性腎不全 を基礎疾患 として有 していた。なお,症 例

11で はバルーン ・カテーテルが継続 して留置されてい

た。症例10で は尿培養 でEscnericna coliが105/ml

以上検出されたが,本 剤投与によ り除菌され,臨 床的

にも有効であった。症例11で は尿培養でP.aerugino-

saが105/ml以 上 検 出 され た が,本 剤 投 与 に よ り

Acinetobacter 105/ml以 上 に菌交代 をみた。臨床的に

は膿尿の改善をみず,無 効であった。

臨床効果の判定可能であった10例 において敗血症

1例,扁 桃炎1例 ではいずれ も有効,肺 炎2例 ではやや

有効,無 効各1例,肺 化膿症1例,肺 気腫+感 染1例,

気管支拡張症+感 染1例 ではいずれも有効,慢 性気管

支炎の急性増悪1例 では無効,急 性腎孟腎炎2例 では

有効,無 効各1例 であ り,計10例 中6例 が有効 以上

で,有 効率 は60.0%で あ った。

本剤投与 中の副作用 に関 しては11例 について検討

したが,本 剤によると考 えられ る副作用は1例 もみ ら

れなかった。

本剤投与前後に施行 した末梢血,肝 機能,腎 機能検

査 などの臨床検査値はTable2に 示 したとお りであ る。

症例7で は本剤投与7日 後にGOT,GPT,BUNの 増

加(GOT14→581U,GPT13→321U,BUN33 .3
→39 .1mg/dl)が,症 例8で はLDHの み の増加(452

→7251U)が 認 められた
。また,症 例9で は本剤投与

11日 後にGOTの みの増加(16→43 IU)が ,症 例10
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では本剤投与7日 後に好酸球,GOTの 増 加(好 酸球87

→294/mm3,GOT22→411U)が 認め られた。 しか

し,い ずれも軽度で一過性であった。

新 しく開発されたセファロスポ リン系抗生剤である

CFPMのin vitroに おけ る抗菌 スペ ク トラムは これ

までの基礎的検討ユ)からグラム陽性球菌,P.aerugino-

ssを 含 む各種 のグラム陰性桿菌 など広範囲の菌種 に

及んでお り,特 にE.cloacaeに 対 しては強い抗菌力を

有 している。P.aeruginosaに 対 する抗菌力はceftazi-

dime(CAZ)と ほぼ同等で,cefoperazone(CPZ)よ

りMICで2倍 以上優れている。そして,β 一ラクタマー

ゼに対 して も安定であることが知 られている。

今 回,我 々はCFPMを11例 の 内科領域の各種感染

症に使用し,そ の臨床効果 と副作用について検討 した。

その結果,臨 床効果の判定可能であった10例 において

敗血症1例,扁 桃炎1例 ではいずれ も有効,肺 炎2例

ではやや有効,無 効各1例,肺 化膿症1例,肺 気腫+

感 染1例,気 管支拡張症+感 染1例 ではいずれも有効,

慢 性気管支炎の急性増悪1例 では無効,急 性腎孟腎炎

2例 では有効,無 効各1例 であ り,計10例 中6例 が為

効以上で,60.0%と い う有効率 を得 た。この有効率に

決 して高いとはいえないものの,中 等度の基礎疾患を

有 していた敗血症症例で充分な臨床効果が得られたこ

とは注 目に値する。また,P.aeruginosaが 起炎菌とな

っていた2例 において,本 剤投与によりいずれも除菌

されたことは基礎的データを裏付けるものであったと

いえよう。

また,症 例数 は少ない ものの1例 の副作用 も認めな

かった。本剤投与前後における臨床検査値異常は11例

中4例(36.4%)で み られたが,い ずれ も軽度でその

後投与前値 または正常値 に復 していた。

以上 より,CFPMは 内科領域の感染症において充分

有用 と考えられ,今 後更なる検討に値する抗生剤であ

る と思われた。
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A new antibiotic, cefepime was administered for 3-25 days at daily doses of 2.0g, to 11 patients ;

1 with sepsis, 1 with acute tonsillitis, 2 with pneumonia, 1 with mycoplasmal pneumonia, 1 with lung
abscess, 1 with RTI and emphysema, 1 with RTI and bronchiectasis, 1 with acute exacerbation of
chronic bronchitis and 2 with acute pyelonephritis. The clinical response was good in 6 cases, fair in

1, poor in 3 and not evaluable in 1, with an overall efficacy rate of 60.0 %. Side effects were not
observed in any of these patients. Laboratory examination revealed slight elevation of S-GOT, S-
GPT and BUN in 1, of LDH in 1, of S-GOT in 1 and of S-GOT with eosinophilia in 1 patient.


